




ゥ
五
〗
資
料
編



題
字

デ
ザ
イ
ン

校
正

杉
谷
恵
昭

仁
田
和
男

北
村
雅
信



—— '...........,_ 

元禄6年「組中人々手前品々覚書帳」（全9冊城端町蔵）

分部本

＄令
‘t屯
名
↓
濾
），
文は

／

ー

』
左

ぁ
と
ふ

▼

9

＜ル＂
し

』：
、？
ぶ

紙

|~1

[ J

上東

ーャ

9,
'
 

_
_
_
 

-
帳

ト

書覚

へ．

t,

＇ 

9

〉

i
~

々

4
.
＇

ノ

．
．
 

品

ー

屈
わ
ー
千
況
多

‘
t
'
¥、

前手

ゃ
t

茎
各
ヽ
ぶ
符
名
召
紐

々人

-
l
-
I
J克
中

a
 

．
、生
ぷ
1
3
ぶ
ふ
笠

摩
P
-
J
、

J
'

、

組r
 

籍
鍬
り
象
住

．
↑
/
年

-
9沼
｛
今
四

k
?
t人
を
芥
芍
ぞ

6
 

哀
ゑ
tえ
免
了
，、
性え
2
佳
・

禄

ふ
ヵd
 

元

石
朔
，

i合
と
食
令
tf
r
,
t

r
;
i
.ー

[冑
t

．
泌
？
f‘

ー

‘ヽ

ー吐
£
綺
／ ん

ダ
礼

ドり
年月不詳 『諸事御触抜書』（城端町蔵右は表紙、左は本文）



，
石
）

・＇

筋

書
II
文

。

厠

有

す
f
t
s
f
籟
f
点

に

区

び

原

9
1で
阜
え
含
9”“
化
↑
牟
碁
墾
引
・
と
:
せ
章
尋
土
松

上
9

9

 

＂
歓
ャ
ふ

t
i
I
J＊涵‘^

r給
3
名山・
6
・
や
ふ
れ
+
ゑ

i
f
らな

lJ

蔚
か
・
＊
｀
｀
品
囀
1
1
↓
ー
し
よ
店
信

i統
迅
主
江
3

も

抜

欠山
後
呻
口

奮
＇で
拉
刈
う
碁
差
訓
¢
亥
投
国
竺
免
約

t
ょ，？^

B
9と・
:
≪
tぷ・；＃
tら
ぶ
上

月

割

仕
9
星
＊
甘
i

2

盤碁

ti-0

．及

貯

ti

見

f
i⑯
注

き

百

介

政

8＇ 

叉

i
tl
入

安

•
←
I
枷

⑬

1
3
砂

9明治2年12月「年貢皆済状」（野田区有文書）

畜

9缶
偵
Ft“夕
甚
尼
ん！
 

8-

0t
 

利
r

,

，

1

ゅ
i
ふ

挽

窃

ー

炸

-
iん
玲

＼

乙

う

ー

ー

｀

F
“

,．, i£
t
g?
t
iり
Ii‘
珍

t⇔
t
i‘
戌
月
よ
§

f
砂
・｛
出
社
“
ん

'4

i
lしt'夕ょ
ガ

A11みな

？
し
佐
国
令
；
（れ

t＆シ
そ

・す

i
名
脅
べ

i冴
h
が
1
1
¢
巧
々
屯
し
4
中
を
翌

i
ゥ
1
名
ょ

i
}ーて侍’
ー

ら
吹

0I』)'
44嘉永 7年 2月「大鋸屋村しの縁付につき送状」

（大鋸屋区有文書）
J

、_、．

ヽ

ト

文

書

l

証
文
高

11

し
!k
k

l
I
i

り
i
g
i舟
．

「

切

細

L
、か

l

t

が
バ

4
t

f

l

-分
（

r

-掛

{ヽ
a刈

岱

4
r
iば
作

a
 

nか
;
t
i
l
f
i
k
f

ifn”
汁
且
一＿

屈

I
f
f
tざ
ー
、
ル
人
が村

¢
1I
 
人

6
一
新

f
 

ぇ
4
少

rfTfi

1
木

•
K

心̂
”

j
i人
i
4

頃月2
 

i
'
ん
屯
令

h
f
り
J¢
一
ー

l
t
iへ5
年6
 

,¢ ーば
嬰
62
 

か
t
h
r

大鋸屋村役場文書表紙と保管状況



＇心"/,'』1 ・..・f i; 甘if五UJ.1『J;
養 匁i 灼'・-.; も冶ーえt底？鱈t

・ ~t . , ゅヽ• rf 4 .、＇ 令、s • 

; ; j'1,i n息ht伽田tH附;1q.; 『
57文化12年 9月「林道村領裏野など畠新開申付書」（林道区有文書）

.,
‘
 

書文

'ヽ~

一

希

島

痢

有

符

―

I6ttふ□
郎
付
濯

な・

l"集枕
＼
と了

ヽ
f̂
r.
tt‘3tfn-t. 
申

i
I令令
ぷ
冬
仄
企
ー
開畑

籍

叙

公

五

新

3114領
g
紗
t
公
村

＂
且
国

，
 

そ
岱
tム

，

し
｀
れ
伊
ょ
q

年

.-＄摯
('

L
v
r
 

釦

訴

銹

元

5
 
8
 



ぷ，
‘4N¥’

.’¥I 

和
衿
‘
約
‘
氏
性

一
手
へ
》
ど
身
呪
祈

i
l榊

"tig註噂｀
ズ
｀
F
抄、

/tし
f
Jそィ
翌
ぅ
‘

f
正
水
ク
＇
阻

‘し
す
ー
J

匁
溝
‘I

見
血
＞¢
各
愧

f

f

ゲー

雌
ゎ
イ
―
厄
年
―
す

g
lり

砺
ば
コ
北
留
れ
成

也
礼
＃
他
代
／
＼

ら
を
為

一

t石
川
ー旧
4
'

ゎ汐

w
祉
所
↑
刷

90明治12年 3月「西明村・細野村・北野村山争い関係文書」（西明区有文書）

tt f i·-~ 岳＇ア瓦 ，,f;' . 
収諜 ・尤＇粁勾ゞ ,,1r "': 迫 • 、-

， l . 社

享i'閉1名委応翠i免し 、 、
r、

｀ 
T -r~: -「 1 . 
, I"/¥・ d! I、,It l· ,· ~. i 、 Jr\、 II I ltl'"~.t 

H H iH H }J~〗}『 g
..J. ',: 、

- - .. 1.・・ 

96天保4年9月「袖鑑」（洲崎文書）

y
’・

t
 

`• 

4
 
•

• 

,
7
.
'

．
 公
ヽ

．

,． 
，
 

1

,

、C

．

．．
 
.‘
 

“ル
4:ウ
ム
ム
ふ

尻

胄
』告
‘

、11 盃 ~ i 令
心；＂認し、
IH~ti 
l T 幻4,生
J 11'i! ‘‘~ ~ 

104年月不詳「城端紺屋文左衛門子息五左衛門入門に付依頼状（西村太；中書簡）」（高樹会蔵）

ム
ィ
ー
、
名

t

l
7
A
l
~
t

ト



一
、
本
巻
は
「
城
端
町
の
歴
史
と
文
化
」
の
資
料
編
で
あ
る
。
町
内
外
に
残
る
、
町
域
に
関
す
る
文
書
資
料
（
史
料
）
を
中
心
に
掲
載
し
た
。

二
、
本
巻
の
構
成
は
、
「
一
、
組
中
人
々
手
前
品
々
覚
書
帳
」
「
二
、
諸
事
御
触
抜
書
」
「
三
、
町
内
古
文
書
」
「
四
、
町
外
文
書
」
「
五
、
収
載
史
料
と
資
料
調
査
に
つ
い
て
」
と
し
、
三
、

四
に
つ
い
て
は
、
項
目
ご
と
に
編
年
で
史
料
を
収
録
し
た
。

三
、
史
料
に
は
、
史
料
番
号
と
そ
の
史
料
本
文
の
内
容
に
よ
っ
て
史
料
表
題
を
付
し
た
。
史
料
表
題
は
、
史
料
本
文
の
内
容
を
示
す
形
で
付
し
た
が
、
一
部
は
原
本
や
既
刊
の
所
蔵

目
録
に
拠
っ
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
冊
子
史
料
を
抄
録
し
た
場
合
は
表
題
に
（
抄
）
を
付
し
た
。
ま
た
、
町
内
区
有
文
書
以
外
の
史
料
は
出
典

・
所
蔵
者
・
所
在
地
な
ど
を

記
載
し
た
。

四
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
原
文
の
体
裁
に
従
う
よ
う
努
め
た
が
、
原
文
の
内
容
を
損
な
わ
な
い
程
度
で
編
集
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。

①
史
料
の
表
記
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。
ま
た
人
名

・
地
名
な
ど
の
固
有
名
詞
の
使
用
文
字
は
一
部
を
除
き
原
本
の
字
体
を
使
用
し
た
場
合
も
あ
る
。

②
付
（
附
）
・
滝
（
瀧
）

．
砺
波
（
磯
波
）

・
壱
（
登
）
．
弐
（
戴
）

・
事

(7)
な
ど
、
（
）
内
の
旧
字
体

・
異
字
体

・
俗
字
な
ど
は
な
る
べ
く
改
め
、
統
一
を
は
か
っ

た
。
た
だ
し
、
鉢
（
体
）
、
数
字
を
表
す
壱
．
弐
・
参
・
拾
．
廿
（
二
0
)
• 

舟
（
三
0
)
な
ど
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

③
変
体
仮
名
や
異
体
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
ゐ

．
ゑ
、
助
詞
の
江
（
え
）
．
而
（
て
）
・
与
（
と
）
・
ニ
（
に
）
．
之
（
の
）

・
ハ
（
は
）
．
者
（
は
）
．

茂
（
も
）
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

④
片
（
ト
キ
）
．
托
（
ト
モ
）
な
ど
の
合
字
は
通
常
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
5

（
よ
り
）

・

メ
（
し
め
て
）

•

井
（
な
ら
び
に
）
の
ほ
か

、

斗
（
ば
か
り
）
な
ど
も
そ
の
ま
ま

残
し
た
。

⑤
虫
損

・
破
損

・
汚
損
・
個
人
名
を
伏
せ
た
箇
所
は
、
そ
の
字
数
を
推
定
し
て

□

や
ロ
ロ
ロ
で
示
し
、
字
数
が
不
明
な
場
合
は
[

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

]

で
示
し
た
。

⑥
原
文
に
後
箪

・
朱
書

・
付
箋
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
部
分
を
「
」
で
く
く
り
、

（
後
筆
）

・
（
朱
書
）
・
（
付
箋
）
な
ど
と
傍
注
し
た
。

⑦
表
敬
の
朋
字
は
一
字
、
平
出
は
二
字
あ
け
で
示
し
た
。

⑧
掲
載
史
料
の
一
部
を
省
略
す
る
場
合
は
、
（
中
略
）

・
（
後
略
）
な
ど
と
記
載
し
た
。

⑨
署
名
下
の
花
押
、
印
章
な
ど
は
（
花
押
）
、
（
印
）
と
し
た
。
ま
た
史
料
原
本
に
花
押
や
印
、
在
判
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
（
）
を
付
さ
ず
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

⑩
史
料
中
の
表
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
た
。
や
む
を
得
ず
、
そ
の
位
置
に
収
録
で
き
な
い
場
合
は
、
元
の
位
置
に
（
表
＊
）
な
ど
の

記
号
を
付
し
、
で
き
る
だ
け
近
い
頁
に
掲
載
し
た
。

五
、
本
文
中
に
は
今
日
の
視
点
か
ら
み
る
と
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
も
み
ら
れ
る
が
、
歴
史
史
料
・
学
術
史
料
と
し
て
の
性
格
に
鑑
み
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
部
分
も
あ
る
。

六
、
口
絵
な
ど
に
掲
載
史
料
を
示
す
場
合
は
番
号
の
み
示
し
た
。

七
、
本
編
に
関
し
て
の
史
料
調
査
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
集
落
の
方
々
、
史
料
提
供
者
、
所
蔵
機
関
、
関
係
県
市
町
村
の
方
々
、
さ
ら
に
は
翻
刻

・
編
集
な
ど
の
作
業

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

例
言
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五
四
）
八
月
池
川
な
ら
び
に
山
田
川
筋
城
端
町
人
不
都
合
に

14
安
政
二
年
(
-
八
五
五
）

七
月

15
年
月
不
詳
原
村
肝
煎
申
付
書

5
．
細
木
地
区
関
係
文
書
（
細
川
文
書
）

326

16
享
保
五
年
(
-
七
二
0
)
一
月
赤
坂
新
村
手
上
高
な
ど
に
つ
き
碁
盤
割
願
書

17
享
保
五
年
(
-
七
二
0
)
一

月
赤
坂
新
村
碁
盤
割
願
書

18
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
二
月

細
木
新
村
切
高
に
つ
き
碁
盤
割
願
書

19
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

赤

坂

新

村
手
上
高
な
ど
に
つ
き
碁
盤
割
願
書

20
安
水
五
年
（
一

七
七
六）

細
木
新
村
碁
盤
割
定
書

21
安
水
九
年

（
一
七
八
0
)
五
月
赤
坂
新
村
寄
肝
煎
交
代
願
書

22
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
―
二
月
梅
井
新
村
長
次
郎
懸
作
分
皆
切
高
証
文

23
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
原
川
用
水
井
肝
煎
願
書

24
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
―
二
月
大
塚
新
村
懸
作
彦
市
年
貢
米
不
足
借
用
証
文

25
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
細
木
新
村
御
蔵
入
年
貢
皆
済
状

26
天
明
六
年
（
一

七
八
六）

細
木
新
村
亦
右
衛
門
掛
作
分
切
高
証
文

27
天
明
六
年
（
一

七
八
六）

細
木
新
村
彦
市
掛
作
分
切
高
証
文

―
二
月

―
二
月
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0
月
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5
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116

6
．
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7
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8
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9
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新
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・
野
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231
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三
、
町
内
古
文
書

ー
．
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l
元
禄
―
二
年
（
一
六
九
九
）
九
月
是
安
村
領
新
開
に
つ
き
申
付
状

2
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）
五
月
小
矢
部
川
山
田
川
等
水
源
村
々
用
水
江
高
堤

防
間
尺
諸
郡
桟
橋
書
上
げ
控

2
．
是
安
地
区
関
係
文
書
（
岩
滝
正
夫
所
有
）

317

3
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
四
月
御
上
使
御
通
行
に
つ
き
村
々
領
案
内
人
請
答
の

趣
覚
帳

9
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）

10
明
治
四
年
(
-
八
七
一
）

11
明
治
四
年
(
-
八
七
一
）

4
．
上
原
区
有
文
書
323

12
天
保
四
年
(
-
八
三
三
）
二
月

13
安
政
二
年
(
-
八
五
五
）
二
月

原
村
原
川
縁
川
崩
石
砂
入
に
つ
き
碁
盤
割
願
書

原
村
山
抜
な
ら
び
に
原
川
筋
石
砂
入
に
つ
き
碁

盤
割
願
書

原
村
碁
盤
割
定
書

―
二
月

―
二
月

―
二
月

口
絵
例
言
目
次

―
二
月

城
端
町
の
歴
史
と
文
化
資
料
編

H
次

5
安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
二
月

6
慶
応
元
年
(
-
八
六
五
）
五
月

7
明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
―
一

月

8
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）

つ
き
野
田
村
川
除
普
請
願
書

野
田
村
組
合
頭
退
職
に
つ
き
願
書

山
田
川
掛
水
江
郷
、
水
割
争
に
つ
き
申
上
帳

野
田
新
村
御
蔵
入
年
貢
皆
済
状

野
田
村
収
納
米
不
足
に
つ
き
紺
屋
文
左
衛
門

宛
借
用
証
文

野
田
村
年
貢
皆
済
状

野
田
村
御
蔵
入
新
開
定
納
口
米
請
取
状

野
田
村
城
端
御
借
蔵
入
米
請
取
状



28
寛
政
二
年

（一

七
九
0
)
三
月
大
塚
新
村
八
郎
兵
衛
分
切
高
証
文

29
寛
政
三
年
（

一
七
九

一
）
一

月
細
木
新
村
碁
盤
割
定
書

30
寛
政
三
年

（一

七
九

一
）
二
月
細
木
新
村
切
高
に
つ
き
碁
盤
割
願
書

31
寛
政
三
年

（一

七
九

一
）
三
月
大
塚
新
村
八
郎
兵
衛
分
切
高
証
文

32
寛
政
三
年

（一

七
九

一
）
―
二
月
大
塚
新
村
徳
左
衛
門
分
切
高
証
文

33
寛
政
四
年

（一

七
九
二
）
―
二
月
細
木
新
村
御
蔵
入
年
貢
皆
済
状

3
4
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）

二
月
細
木
新
村
喜
三
郎
分
切
高
証
文

35
寛
政
八
年

（一

七
九
六
）
―
二
月
細
木
新
村
喜
三
郎
分
切
高
証
文

3
6
文
化
六
年

(-
八
0
九
）
―
二
月
細
木
新
村
清
左
衛
門
分
切
高
証
文

37
文
化
七
年

(-
八

一
0
)

―
二
月
細
木
新
村
又
右
衛
門
分
切
高
証
文

38
文
化

一
0
年

(-
八

二
二
）
二
月
細
木
新
村
宗
次
郎
分
切
高
証
文

3
9
文
化

一
0
年

(
-
八

二
二
）
―
二
月
細
木
新
村
彦
市
分
切
高
証
文

40
文
化

―
二
年

(-
八

一
六
）
三
月
大
塚
新
村
清
左
衛
門
分
切
高
証
文

41
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）

―
二
月
細
木
新
村
又
右
衛
門
分
切
高
証
文

42
年
不
詳
子
三
月
細
木
新
村
組
合
頭
役
申
付
け
書

6
．
中
尾
関
係
文
書
（
斉
藤
耕
三
所
有
）

335

4
3
寛
政
三
年

（一

七
九

一
）
一

月
中
尾
村
村
中
男
女
残
ら
ず
書
上
帳

7
．
大
鋸
屋
区
有
文
書
338

4
4
嘉
永
七
年

(-
八
五
四
）
二
月
大
鋸
屋
村
し
の
縁
付
に
つ
き
送
状

45
元
治
二
年

(
-
八
六
四
）一

月

樋

瀬

戸
村
伊
三
郎
縁
付
に
つ
き
送
状

4
6
慶
応
二
年

(
-
八
六
六
）

一
月
蓑
谷
村
ひ
る
縁
付
に
つ
き
送
状

47
慶
応
二
年

(
-
八
六
六
）一

月
原
村
い
の
縁
付
に
つ
き
送
状

48
慶
応
二
年

(
-
八
六
六
）

一
月
城
端
新
町
り
て
縁
付
に
つ
き
送
状

4
9
慶
応
三
年

(-
八
六
七
）

一
月
中
尾
村
い
と
縁
付
に
つ
き
送
状

50
明
治
二
二
年

(-
八
八
九
）

明
治
二
二
年
大
鋸
屋
村
事
務
報
告
書

5
1
年
月
不
詳
条
例
及
び
規
定

（大
鋸
屋
村
役
場
文
書
）

8
．
林
道
区
有
文
書
342

5
2
寛
水
四
年

（一

六
二
七
）
三
月

山
争
に
つ
き
林
道
村
申
上
状
写

林
道
村
・
理
休
村
打
尾
谷
山
割
に
つ
き
証
文
／
林
道

村

・
理
休
村
林
山
よ
り
大
つ
ふ
り
へ
懸
ヶ
て
な
ど
重

ね
て
山
割
証
文

54
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
八
月
林
道
村
・
利
久
村
火
谷
割
四
方
詰
に
つ
き
山
割

証
文

55
元
禄
年
代
林
道
村
領
畠
新
開
申
付
状

56
寛
延
四
年
（

一
七
五

一
）
四
月
林
道
村
耕
作
御
縮
方
に
付
百
姓
慎
御
書
立
請
帳

5
7
文
化

―二
年

(
-
八

一
五
）
九
月
林
道
村
領
裏
野
な
ど
畠
新
開
申
付
書

5
8
文
政

一
0
年

(-
八
二
七
）
三
月
林
道
村
山
界
書
物
写

5
9
安
政
二
年

(-
八
五
五
）

―
二
月

理

休

村

・
新
泉
沢
村
領
年
貢
皆
済
状

6
0
安
政
五
年

(-
八
五
八
）
七
月
林
道
村
、
梨
谷
村
作
物
刈
取
に
つ
き
詮
議
願
状

6
1
安
政
六
年

(-
八
五
九
）
二
月
小
矢
部
村
な
ど
切
高
取
上
返
し
方
に
つ
き
嘆
願

書

6
2
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
九

月

原

山
な
ぎ
畑
に
つ
き
林
道
村
申
上
書

63
万
延
元
年
(
-
八
六
0
)

―
一
月
林
道
村
年
貢
皆
済
状

64
万
延
元
年
(
-
八
六
0
)

―
一
月
林
道
村
給
人
年
貢
皆
済
状

6
5
万
延
元
年
(
-
八
六
0
)

―一

月
林
道
村
御
蔵
入
年
貢
皆
済
状

66
万
延
元
年

(-
八
六
0
)

―
一
月
納
年
貢
米
之
事

67
万
延
元
年

(-
八
六
0
)
万
延
元
年
分
林
道
村
年
貢
割
付
帳

68
文
久
三
年

(-
八
六
三
）
―
一

月
林
道
村
文
久
三
年
分
納
年
貢
皆
済
状

69
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
―
一

月
林
道
村
御
蔵
入
年
貢
皆
済
状

7
0
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
―
一
月
林
道
村
給
人
年
貢
皆
済
状

71
年
月
不
詳
寛
永
四
年
(
-
六
二
七
）
理
休
村
ほ
か
山
境
に
つ
き
山
分
控
写
帳
／

両
村
へ
相
渡
絵
図
面
裏
書

7
2
年
月
不
詳
明
暦
二
年

（一

七
六
五
）
林
道
村
・
蓑
谷
村
山
境
証
文
写
帳

7
3
年
不
詳
壬
申
八
月
五
箇
山
村
々
雪
持
林
伐
採
差
止
に
つ
き
林
道
村
願
状

，
．
蓑
谷
区
有
文
書
358

7
4
天
正
一
七
年

(
-
五
八
九
）
九
月

53
慶
安
四
年
（
一
六
五
一

）

蓑
谷
村

・
北
野
村
、

山
出
入
に
つ
き
北
野
村



入
山
差
止
又
二
郎
書
状

75
寛
水
―
一
年
（
一
六
三
四
）

二
月
蓑
谷
村
領
五
ヶ
所
畠
新
開
申
付
状

76
寛
文
六
年

（一

六
六
六
）
八
月
蓑
谷
村
畑
来
栖
村
忠
右
衛
門
ほ
か
請
作
に
つ
き

覚
書

77
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
八
月
蓑
谷
村
畑
見
座
村
二
郎
兵
衛
請
作
に
つ
き
覚
書

78
寛
文
六
年
(
-
六
六
六
）
八
月
蓑
谷
村
畑
相
倉
村
茂
右
衛
門
請
作
に
つ
き
覚
書

79
寛
文
六
年
(
-
六
六
六
）
八
月
蓑
谷
村
畑
下
梨
村
久
七
ほ
か
請
作
に
つ
き
覚
書

80
寛
文
九
年
(
-
六
六
九
）
六
月
蓑
谷
村
の
細
野
山
境
出
入
に
つ
き
納
得
定
書

81
寛
文

一
0
年

(
-
六
七
0
)
九
月
越
中
砺
波
郡
蓑
谷
村
物
成
の
事

（村
御
印
）

82
享
保
五
年
（
一
七
二
0
)

三
月
蓑
谷
村
惣
高
廻
検
地
に
つ
き
絵
図
調
べ
申
上
書

83
天
保
九
年

(-
八
三
八）

一
0
月
蓑
谷
村
草
高
覚

84
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
五
月
蓑
谷
村
田
地
割
に
つ
き
惣
歩
合
盛
書
上
帳

10
．
細
野
区
有
文
書
364

85
元
禄

ご一
年
（

一
六
九
九
）
九
月
細
野
村
領
畑
新
開
申
付
状

86
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
―
二
月
細
野
村
地
割
に
つ
き
惣
歩
合
盛
書
上
申
帳

87
明
治

一
七
年
(
-
八
八
四
）
―

一
月

入

会

山
繁
殖
保
護
申
し
合
わ
せ
規
約

11
．
西
明
区
有
文
書
367

88
天
保

―一

年

（一

八
四
0
)
六
月
西
明
村
検
地
に
つ
き
引
免
申
渡
書

89
安
政
三
年

(
-
八
五
六
）
七
月
西
明
村
碁
盤
割
定
書

90
明
治

―
二
年
(
-
八
七
九
）

三
月
西
明
村
・
細
野
村
・
北
野
村
山
争
い
関
係
文

書

西
明
村
青
年
会
記
録

91
大
正
元
年
(
-
九

―二）

92
年
月
不
詳
賭
博
取
締
規
約

12
．
東
西
原
区
有
文
書
372

93
明
治
三
三
年
(
-
九
0
0
)

八

月

第

二

0
番
衛
生
組
合
規
約

13
．
北
野
地
区
関
係
文
書

（「ふ
る
さ
と
北
野
」
掲
載
文
書
）

374

94
元
和
五
年
(
-
六
一
九
）
八
月
細
野
村
と
の
山
出
入
に
つ
き
二
郎
丸
村
願
書

95
元
和
六
年
(
-
六
二
0
)
九
月
細
野
村
と
の
山
出
入
に
つ
き
吉
松
村
願
書

107
昭
和
三
年
(
-
九
二
八
）
刊

14
．
城
端
町
関
係
文
書
（
洲
崎
文
書
）

375

96
天
保
四
年
(
-
八
三
三
）

九
月
「
袖
鑑
」

97
年
月
不
詳
荒
木
旧
記
（
抄

・
宝
暦
城
端
騒
動
）

98
年
月
不
詳
荒
木
旧
記
（
抄
．

曳
山
車
騒
動
）

15
．
城
端
地
区
関
係
文
書
（
城
端
町
所
有
文
書
）

395

99
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
閏
四
月
御
上
使
様
に
つ
き
諸
色
覚
書

m年
月
不
詳
微
妙
院
様
御
印
留
帳

101
年
月
不
詳
真
調
記

触
下
寺
庵
由
来
書
帳

7
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…

) 

4
 

四
、
町
外
文
書

ー
．
杉
野
家
文
書
（
福
岡
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

407

、
‘
寛
永
八
年
(
-
六
三
一
）
―
二
月

利
波
郡
西
原
村
新
開
御
検
地
打
渡
状
（
写
）

2
．
杉
野
家
文
書
（
富
山
市
郷
土
博
物
館
蔵
）

407

文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
一
月
東
西
原
村
文
久
元
年
分
算
用
帳
書
上
申
帳

3
 ゜
ー
3
．
高
樹
文
庫
（
高
樹
会
）

408

即
年
月
不
詳
城
端
紺
屋
文
左
衛
門
子
息
五
左
衛
門
入
門
に
付
依
頼
状
（
西
村
太
沖

書
簡
）

4
．
石
川
県
立
図
書
館
蔵
文
書
408

5
 
0
文
化
三
年
(
-
八
0
六
）
四
月

ー
5
．
町
域
関
係
近
代
刊
行
物
410

6
 
0
明
治
四
三
年
(
-
九
一

0
)
刊

ー

富
山
県
農
会
「
東
砺
波
郡
蓑
谷
村
農
是
調
査
書
j

（
氷
見
市
立
図
書
館
蔵
）

「富
山
県
郡
会
議
員
宝
鑑
（
抄
）
J
 

(
氷
見
市
史
絹
さ

ん
室
蔵
）

五
、
収
載
史
料
と
資
料
調
査
に
つ
い
て

ー
．
収
載
史
料
の
概
要

460

2
．
調
査
概
要

461

3
．
区
有
文
書
と
役
場
文
書

463

゜
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